
会  議  録 
会 議 の 名 称 令和５年度第３回守谷市保健福祉審議会地域包括ケアシステム分科会 

開 催 日 時 令和５年９月２９日（金）午後 2：30 ～ 午後 3：30 

開 催 場 所 守谷市役所 議会棟３階第３委員会室 

所管課 健幸福祉部 健幸長寿課・介護福祉課 

出

席

者 

委  員 田中分科会長、萩原委員、田上委員、清水委員 計４名 

そ の 他  

事 務 局 
健幸長寿課 滝本課長、市村課長補佐、山﨑係長、宮下係長、安藤係長 

介護福祉課 小林次長兼課長、鈴木課長補佐 

審  議  経  過 

（１）第９期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画・守谷市成年後見制度利用促進基本計画（素案）

について 

 第９期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案の報告を行った。 

意見 

・ P.63 「高齢者の健康づくり」のところで、健康診断に行かない人、行けない人への対応は

どうしているのか。 

 → ナッジ理論等を活用して参加率を高めている。守谷市は近隣よりも受診率高い。今後

も受診率向上に向けて啓発活動を続けるよう担当課に伝える。 

・ 新しい事業（取組）については、分かりやすく表示すること。 

・ P.3「計画の策定体制」の守谷市保健福祉審議会に「地域包括ケアシステム分科会を含む」

と追記すること。 

・ P.5区分別人口と年齢3区分別人口構成比の推移の表については、非常に読み込みにくいの

で表示方法を変更すること。 

・ 介護人材の確保については非常に大きな問題である。計画書に掲載されることによって、

市民の方にも認識されることを期待する。 

  → 決定的な打開策はないが、国県とともに連携し対策を進めたい。 

・ 介護保険料について、第２期から第３期にかけてかなり上昇しているが理由は何か。 

  → 第２期の算定を低く算定してしまったために、国からの財政安定化基金を活用した。

第３期では、サービス量の増加や基金への償還があったため急増したもの。今後はこのよ

うなことが無いようにサービス量の算定を進める。 

 ・ 例年、取組における評価については、分科会で報告されていたが、次期も同様に行うのか。 

   → 同様に実施し、委員のご意見等により適宜修正していく形とする。 

 

 

※ 上記意見にあるページ数は分科会時の素案のものであり、10月18日の保健福祉審議会資料と

は別の素案であるため、ページ数や内容が変更・修正している箇所があります。 

 

※ 次回はパブリックコメント終了後開催 
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